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 野村日本債券インデックスファンド 
運用報告書(全体版) 

 
第62期（決算日2023年10月20日） 第63期（決算日2024年１月22日） 

 
作成対象期間（2023年７月21日～2024年１月22日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／債券／インデックス型 
信 託 期 間 2008年３月３日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 
国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）への投資を通じて、主としてわが国の公社債に投資
し、NOMURA-BPI総合（NOMURA-ボンド・パフォーマンス・インデックス総合）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行ないます。 

主な投資対象 
野村日本債券 

インデックスファンド 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、公社債等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド わが国の公社債を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

野村日本債券 
インデックスファンド 

株式への直接投資は行ないません。株式への投資は、転換社債を転換したもの等に限り、信託財産の純資産総
額の５％以内とします。 
外貨建資産への投資は行ないません。 

マザーファンド 
株式への投資は行ないません。 
外貨建資産への投資は行ないません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、利子・配当等収益等
の水準及び基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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野村日本債券インデックスファンド

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

ベ ン チ マ ー ク 
ＮＯＭＵＲＡ-ＢＰＩ総合 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

54期(2021年10月20日) 10,120 30 △0.7 386.483 △0.6 99.3 － 1,102 

55期(2022年１月20日) 10,062 20 △0.4 385.372 △0.3 99.4 － 1,068 

56期(2022年４月20日) 9,875 20 △1.7 379.299 △1.6 99.3 － 990 

57期(2022年７月20日) 9,755 20 △1.0 375.881 △0.9 99.2 － 970 

58期(2022年10月20日) 9,591 20 △1.5 370.762 △1.4 99.3 － 939 

59期(2023年１月20日) 9,481 20 △0.9 367.636 △0.8 99.1 － 881 

60期(2023年４月20日) 9,573 20 1.2 372.147 1.2 99.4 － 877 

61期(2023年７月20日) 9,598 10 0.4 373.875 0.5 99.3 － 840 

62期(2023年10月20日) 9,273 10 △3.3 362.058 △3.2 99.1 － 800 

63期(2024年１月22日) 9,405 10 1.5 367.877 1.6 99.4 － 747 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

NOMURA-BPI総合の知的財産権とその他一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属しています。

また、同社は当該指数の正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。 
  

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

ベ ン チ マ ー ク 
ＮＯＭＵＲＡ-ＢＰＩ総合 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

第62期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2023年７月20日 9,598 － 373.875 － 99.3 － 

７月末 9,507 △0.9 370.426 △0.9 99.4 － 

８月末 9,436 △1.7 367.761 △1.6 99.4 － 

９月末 9,365 △2.4 365.131 △2.3 99.2 － 

(期  末)       

2023年10月20日 9,283 △3.3 362.058 △3.2 99.1 － 

第63期 

(期  首)       

2023年10月20日 9,273 － 362.058 － 99.1 － 

10月末 9,203 △0.8 359.310 △0.8 99.1 － 

11月末 9,394 1.3 366.877 1.3 99.7 － 

12月末 9,431 1.7 368.384 1.7 99.4 － 

(期  末)       

2024年１月22日 9,415 1.5 367.877 1.6 99.4 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村日本債券インデックスファンド

◎運用経過 

○作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2023年７月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、NOMURA-BPI総合です。ベンチマークは、作成期首（2023年７月20日）の値が基準価額と同一となるように計算して

おります。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当運用期間では、国内債券利回りが上昇（価格は下落）したため、基準価額は下落しました。 
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野村日本債券インデックスファンド

○投資環境 

当運用期間では、日銀がイールドカーブ・コントロール（長短金利操作）の見直しを発表し

たことなどから国内債券利回りは上昇（価格は下落）しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村日本債券インデックスファンド］ 

NOMURA-BPI総合の動きに連動した投資成果を得るために、国内債券NOMURA-BPI総合 マ

ザーファンドへ投資しました。当運用期間を通じてマザーファンド組入比率を高位に維持しま

した。 

 

［国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド］ 

NOMURA-BPI総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行ない、満期構成、種別構成、

デュレーション（金利感応度）、流動性などを考慮して選択した債券に分散投資しました。指

数構成銘柄に変更がある毎月末において、ファンドの特性値（デュレーションなど）を指数に

合わせるようにポートフォリオのリバランス（投資比率の再調整）を行ないました。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当運用期間の基準価額の騰落率※は－1.8％と

なり、ベンチマークの－1.6％を0.2ポイント下

回りました。主な差異要因は以下の通りです。 
※基準価額の騰落率は、分配金（税込み）を再投資して算出しており

ます。 

 

（マイナス要因） 

コスト負担（当ファンドの信託報酬や債券取

引に伴うコスト）が生じること。 

 

（その他要因） 

ベンチマークとファンドで評価時価に違い

があること。 
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野村日本債券インデックスファンド

◎分配金 

（１） 収益分配金は、利子・配当等収益等の水準および基準価額の水準などを勘案し決定しま

した。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第62期 第63期 

2023年７月21日～ 
2023年10月20日 

2023年10月21日～ 
2024年１月22日 

当期分配金 10  10  

(対基準価額比率) 0.108％ 0.106％ 

 当期の収益 7  10  

 当期の収益以外 2  －  

翌期繰越分配対象額 742  748   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［野村日本債券インデックスファンド］ 

当ファンドでは引き続き、国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンドの組入比率を高位に

保つことでNOMURA-BPI総合との連動をできる限り高めるように運用を行なってまいります。 

 

［国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド］ 

当ファンドでは引き続き、債券組入比率を高位に保ち、満期構成、種別構成、デュレーショ

ン、流動性などを考慮して選択した債券に分散投資することでNOMURA-BPI総合との連動をで

きる限り高めるように運用を行なってまいります。 
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野村日本債券インデックスファンド

○１万口当たりの費用明細 (2023年７月21日～2024年１月22日) 

項 目 
第62期～第63期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 19  0.207  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 8)  (0.089)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (10)  (0.103)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.014)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.001   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.001)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 19   0.208    

作成期間の平均基準価額は、9,389円です。  

 
＊作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
 

 

  



品 名：90001_140416_063_03_野村日本債券インデックスファンド_998737.docx 

日 時：2024/2/20 8:55:00 

ページ：6 

 

－ 6 － 

野村日本債券インデックスファンド

（参考情報） 

◯総経費率 

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び

有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は0.40％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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野村日本債券インデックスファンド

○売買及び取引の状況 (2023年７月21日～2024年１月22日) 

 

銘 柄 
第62期～第63期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド 10,636 13,356 73,533 91,966 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年７月21日～2024年１月22日) 

 

＜野村日本債券インデックスファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 
＜国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド＞ 

区       分 

第62期～第63期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 269,859 8,056 3.0 176,320 19,606 11.1 

平均保有割合 0.1%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2024年１月22日現在) 

 

銘 柄 
第61期末 第63期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド 653,762 590,865 747,031 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

親投資信託残高 
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野村日本債券インデックスファンド

○投資信託財産の構成 (2024年１月22日現在) 

項 目 
第63期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド 747,031 99.0 

コール・ローン等、その他 7,906 1.0 

投資信託財産総額 754,937 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第62期末 第63期末 

2023年10月20日現在 2024年１月22日現在 

  円 円 

(A) 資産 805,790,745   754,937,651   

 コール・ローン等 1,937,636   992,949   

 国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド(評価額) 800,430,026   747,031,300   

 未収入金 3,423,083   6,913,402   

(B) 負債 5,280,584   7,831,720   

 未払収益分配金 863,231   794,387   

 未払解約金 3,571,524   6,228,269   

 未払信託報酬 841,316   804,742   

 その他未払費用 4,513   4,322   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 800,510,161   747,105,931   

 元本 863,231,772   794,387,730   

 次期繰越損益金 △ 62,721,611   △ 47,281,799   

(D) 受益権総口数 863,231,772口 794,387,730口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,273円 9,405円 
 

（注）第62期首元本額は875,247,802円、第62～63期中追加設定元本額は25,395,809円、第62～63期中一部解約元本額は106,255,881円、１口当

たり純資産額は、第62期0.9273円、第63期0.9405円です。 
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野村日本債券インデックスファンド

○損益の状況 

項 目 
第62期 第63期 

2023年７月21日～ 
2023年10月20日 

2023年10月21日～ 
2024年１月22日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △         41   △        10   

 支払利息 △         41   △        10   

(B) 有価証券売買損益 △ 26,148,527   11,933,169   

 売買益 385,997   12,902,763   

 売買損 △ 26,534,524   △   969,594   

(C) 信託報酬等 △    845,829   △   809,064   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 26,994,397   11,124,095   

(E) 前期繰越損益金 △ 65,987,642   △84,654,517   

(F) 追加信託差損益金 31,123,659   27,043,010   

 (配当等相当額) (   53,425,933)  (  49,363,536)  

 (売買損益相当額) (△ 22,302,274)  (△22,320,526)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 61,858,380   △46,487,412   

(H) 収益分配金 △    863,231   △   794,387   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 62,721,611   △47,281,799   

 追加信託差損益金 31,123,659   27,043,010   

 (配当等相当額) (   53,430,790)  (  49,372,494)  

 (売買損益相当額) (△ 22,307,131)  (△22,329,484)  

 分配準備積立金 10,663,386   10,100,296   

 繰越損益金 △104,508,656   △84,425,105   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

 

（注）分配金の計算過程（2023年７月21日～2024年１月22日）は以下の通りです。 

項 目 
第62期 第63期 

2023年７月21日～ 
2023年10月20日 

2023年10月21日～ 
2024年１月22日 

a. 配当等収益(経費控除後) 664,979円 1,275,613円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 53,430,790円 49,372,494円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 10,861,638円 9,619,070円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 64,957,407円 60,267,177円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 752円 758円 

g. 分配金 863,231円 794,387円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 10円 
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野村日本債券インデックスファンド

○分配金のお知らせ  

 第62期 第63期 

１万口当たり分配金（税込み） 10円 10円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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